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Ｉ都内養殖池に発､生i;しごた疾病について

昭和４６年度中に奥多摩分場はじめ都内養殖池に発生した疾病は次のとおりである。

孔疾病とその概要

１）伝染性膵臓壊死症（ＩＰＮ）

５月から６月まで奥多摩分場においてニジマス０年魚に発生した分場

から発眼卵および春稚魚で都内養殖業者に分譲したので、都下全域に発生
汁~

力:みられた。

１２～１５．０

０４～５，

罹病魚は群を雛ｵL、旋回遊泳して死亡する。

腹部が膨満し、体色の黒化もみられ、ピンヘッドのものもある。

腹水の貯溜がみられる。

臓器から病原細菌は検出されず、鯛、体表から原虫類も観察されたかっ

た。

組織培養の結果ＩＰＮ－Ｖｉｒｕｓであることが確認された。

採卵時に十分洗卵を行ない、抗炎症剤の投与によって予防効果がみられ

発病時期

水温

体重

群の観察

外部観察

内部観察

顕微鏡観察

病因
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因Ｉ粘液細菌の一種
一

万

プラジン０．５ＰＰｍで１～２時間薬浴す

i、易弓，刀ユ蚕

5）カラムナリス病

しかも換水の悪い養殖池で飼７月から８月の高水温時に水量が少なく、

青しているニジマス０年魚に発生した。

１６～２０．○

５～１０８

罹病魚は池壁にそって水面を元気たく遊泳

鯛の一部が黄褐色にたってびらんし、重症

発病時期

水温

体重

群の観察

外部観察

している。

魚では欠損しているものもあ

吻端では表皮がびらんして骨が露出する。体表面は灰白色になり、次る。

寄生がみられることが多い。

いる。

第に筋肉が露出する。鰡体表面に白点虫の

消化管は空で弾力性がなく、粘液が貯って

患部からは長桿菌の集落が多数認められる

Ｃｈｏｎｄｒｏｃｏｃｃｕｓｓｐ、による。

内部観察

顕微鏡観察

病因

処蘆

◎

x効果的ノールまたはニフルプラジンｏ５ｐＰｍ５時間薬浴力ニフルピリ

である。

4）ピプリオ菌病

６月～８月にニジマス１年魚に発生した。
．￣；

１５～１８.Ｃ
..「，・・

５０～８０多

重症魚では群を離れて、水流の緩やか友場所に集まる。

体表面、鰭基部に出血がみられ、眼球が突出し、体色は黒化している。

肝臓、脾臓に肥大、充血がみられへ腸管に炎症を起しているものが多い。

出血患部お上び内臓などに多数の桿菌が認められた。

Ｖｉｂｒｉｏ菌に主る゜

チアンフェニコールS0jnz傷／k,／ｄａｙ７日投与することにより効果

がある。

－２－
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5）せつそう病

４月から１０月にかけて在来マス類（ヤマメ、アマゴ、イワナ）に発生し

た。

，～１７℃

１～５００多

罹病魚は群を離れて排水口附近を遊泳し、次第に水流に拝きれ排水口にか

かる。

体側筋肉に潰瘍ができ、胸鰭基部や肛門から出血しているものもある。体

色が黒色化し、重症魚では眼球が突出するものもみられる。

消化管から出血し、腎臓も腫脹している。
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稻凶に蝦環病

6）白点病

７月から８月の高水温時に河川水を使用し飼育している養殖池のニジマス

に発生した。

１５～２０℃

２～２００多

元気左〈水面を遊泳している。

体表面および鰐に多数の白点虫が寄生している。

死亡直前のものは消化管が空である。

白点虫Ｉｃｈｔｈｙｏｐｈｔｈｉｒｉｕｓの寄生による。

ペルオクソ炭酸ソーダ（ＰＣ）１０ＰＰｍ５時間浴、食塩１兜１時間

浴が比較的効果がある。

発病時期

水温

体重

群の観察

外部脚観察

内部観察

病因

処置

7）キロドネラ病

ﾖﾆ垢言鴎
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５００牙のものが多い。

ラフラ遊泳している。

肉から出血し、粘液がなくなっている。鯛は暗赤色にたってい

］し

３Ｄ

本唄１１の閉汎晋Ｕ

空である。

患部から多数の寄生体が認められる。

ｄｏｎｅｌｌａの寄生による。

ン酸カツ浴を行なったが、徐々に効果がみられた。

ｦ己Ｕ、

￣

8）チョウ寄生病 一一一一一一一､----~苣ヂーーーーーー2--=-.---~~－－＝￣三一・＝￣尊

-ニーーーーーー－－－－－－－－－－－－

８月から９月にかけてヤマメ、アマゴ、イワナの親魚に発生した。

１６～１９.○

２００～４００多

重症魚では水面を元気なく遊泳している。

体表面の粘液がなくたり、表皮が破れているものもある。

消化管が空であるほか、異状は認められたい。

チョウＡｒｇｕｌｕｓｓｐ・の寄生による。

農薬による薬浴を行たったが、効果はなかった。

発病時期

水温

体重

群の観察

外部観察

内部観察

病因

処置

9）チヨウチン病 －一一一一一一－－－－－－￣￣

Lロー~－－－－－－－－~￣

８月から１０月にかけてアユに発生した。

１６～２０℃

４０～６０'

罹病直後は正常魚とまったく変らないが、

発病時期

水温

体重

群の観察 病状が進行すると水面に浮上

してくる。

頭部の後方、背鰭前方の筋肉が露出し、出血しているものもある。

異状は認められない。

臓器、患部から病原細菌は検出されなかった。

アユ相互の攻撃によるものと思われる。

予防には放養密度を低くし、給餌量を多くする。

－４－
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１０）肝腫瘍

発病時期

水温

体重

群の観察

外部観察

内部観察

９月か

１０～

１５o

特に異

胸鰭の

ら１０月の採卵時にヤマメーアマゴの雌親魚に多くみられた。

１５℃

～４００夛

状を認めない。‘、

あたりが膨出しているものもある８へ

白色の結節がみられるものや異状に大きくなって水様物が貯ってい肝臓に

,る。・

生理的

処置し

病
処

因
置 左ものか、飼料のカビによるものか明らかにはでき左い゜

ていたい。

２要

１）

２）

５）

約

都内に発生した魚病を観察した。

伝染性膵臓壊死症と白点病にまる被害が大きかった。

原虫類の寄生症は昨年よりも減少した。､

Ⅱ抗糖尿病剤と抗炎症剤投与による

ＩＰＮの予防について

奥多摩分場では、昭和４４年にＩＰＮによるニジマス稚魚の大量死亡をけい期として、毎年発

病がみられ、以後採卵時の親魚消毒、ふ化器の消毒などを行なって対処しているが、いぜん稚魚

の死亡は続き、生残率低下原因の大きた要素となっている。～‐

ＩＰＮ対策としてはＩＰＮｆｒｅｅ親魚の養成およびワクチンの開発が考えられるが、いず

れも短期間に完成することは困難であろうと思われる。現在ＩＰＮ防除のための現場的処置とし

ては採卵時の親魚の消毒、抗菌剤の投与および飼料の改良などが行をわれているが、ﾎﾟ予防上決め

手となる対策は確立されていたい。

ＩＰＮ罹病魚の病理組織像から、損傷を受けている膵臓の働きの一部である血糖調節機能を補

助する目的で抗糖尿病剤を、内臓および筋肉にみられる出血および炎症を抑える目的で抗プラス

ミン剤、抗炎症剤を投与することによって､ニジマスＩＰＮの予防が可能か否かを検討したので

－５－



報告する。

〔方法〕

使用した薬剤

使用した抗糖尿病剤、

のとおりである。

表１

Ｌ

抗プラスミン剤および抗炎症剤の種類、ならびに試験区分などは表１

試験区分と使用薬剤

扇T￣；E~訂Ｔ－－蕊薑iii;FﾌFｸﾆ玉Kﾗ
ｰｰT丁TjD秀訶Ｔ－Ｔ－－－－－Ｔ万Ｔ－

．１’則ゾゴ』Ⅲ

薬剤の分類

１００

１０

０．１妬／ｄｉｅｔ

ｌＯＯ

／トルプタマイド

|鰍:,
糖代謝改善剤キシリトール１１

１５

１５

対照

トラネキサム酸

メピリゾール

塩酸プチルピグアナイド

トルプタマイド

２５抗プ録スミン剤！

１０ 抗炎症剤

１００ 抗糖尿病剤

１００抗糖尿病剤副
(注）：薬剤の投与量は週１回体重の増加を計算して修正した。

実験水温

患験期間中の水温を各月の旬別の最高および最低水温で示すと図１のとおりである。

２

Dmp

ちさ

８
６

４
２

０
．
８
．
６

0．

８（月）４５６７

実験圧芋の水温の変化区 Ｐ

－６－．－‐



5．供試魚の経歴

実験に使用した稚魚の採卵親魚をどの経歴は表２のとおりである。

表２供試魚の経歴

区分

９，１５

１１，１５

１７

１９

２１

採卵親魚

5年経産（対照）

同（酵母）

同．（対照）

同（酵母）

同（酵母）

採卵月日 発眼月日発眼率餌付月日

１月２０日 ２月７日７１１妬

同７０．８

１月５１日卍８０．１

同８２１

２月１４日７２６

４月８日

同

４月５日

同

４月中旬

同

１月１５日

同

１月２７日

4．実験期間

投薬を開始したのはﾉﾂﾞ、５，１５，１７，１９，２１の各区が４月１７日、胴９，１１の各

区は５月１日である。投薬終了は〃，が６月１２日で、他の各区は７月１６日である。投薬終

了後は市販飼料で飼育し、８月１８日に全区の取上調査を行たった。

５飼科

ニジマス用市販配合飼料（クランプル）にスケソウ肝油を７筋添加した。

6．ウィールス学的検査

６月１１日各区から１０尾ずつ採取して－２０℃のストヲカーに保存、６月５０日に東京水

産大学佐野助教授にＩＰＮウイールスの検査を依頼した。

供試魚を無菌的に細断し、その１牙を秤量してから，０－２に稀釈し、その０，ｍ】をＲＴ

Ｇ－２ｃｅｌｌに接種し２０℃で培養した。

Ｚ病理組織学的検査

６月１５日に各区から５～７尾を選びと殺後肝臓、膵臓、胃、腸、幽門垂、脾臓、腎臓、筋

肉、鰄脳、甲状腺頭腎などを切り出し、ツェンカーホルモール液またはプアン液で固定し

た。固定後は常法によってパラフィン切片とし、ヘマトキシリンーエオシン、アザンをどで染

色し、検査は東京大学日比谷研究室隆島助手に依頼した。

－７－



〔結果〕

1．飼育結果

５月１日から各区とも６，０００夛前後（約１ス０００尾）で飼育しや実験期間中に数回取上

調査を行なって重量を測定した。実験開始時から終了時までの生残率変化は図２のとおりである。

対照区（〃１５）ては

５月下旬から６月中旬にか

けて死亡魚が続出し、死亡

魚の外観所見は腹部の膨出、

体色の黒化および旋回遊泳

などの症状を呈していた。

症状および遊泳状況からＩ

ＰＮと診断したが、〃，、

１９℃２１の各区でも対照

区と同様の症状が観察され

た。しかしながら〃１１，

１５，１７の糖代謝改善剤、

抗ブラスミン剤、抗炎症剤

を投与した区ではＩＰＮ特

(Ⅶ

１００

－８、

印

生
残

率

6０

、
4０

６

５６７８（月）
有の腹部膨出や､､旋回遊泳

図２生残率の変化
するものは非常に少なかった。

対照区とトルプタマイド投与区は死亡魚が多くもトルプタマイドに抗炎症剤を同時に投与した

胴９でも抗炎症剤の効果はまったくみられなかった。実験終了時の生残率は、対照区６５％、応

，で４５妬､’１５２１が４０妬であった。対照区で死亡の多かった時期に、〃１１，１５，１７，

１９の各区では、対照区とは逆に死亡魚が少なかったが、６月中旬から７月上旬にかけては、生

残率が徐々に低下する傾向がふられた。これらの区の生残率はいずれも対照区よりよかったが、

〃１９では薬剤の影響によって摂餌力極端に悪くなった、

６月１９日には死亡魚も減少してきたので、投薬中止後の影響を承るために、〃，と１５を除

いた各区から１，０００８（４:００～７００尾）ずつを分養し、７月１７日まで市販飼料で飼育し
--‘ﾛ「~-’

たところ、生残率ほ対照区９５％に対して、庇１１で９４．２％、Ｊ宛１５で９６．４％、〃１７で

９６２％､’５１９で９５．１兜、〃､２１で８１．６霜であり、庇２１でやや低かったのを除けば蜥員

区との差は籏かつたｂ汎ｋ２１では対照区よりも死亡が長く続く傾向がふられた。

－８－



ｑ
８

く

取上調査を行なった

時の平均体重の推移を

ふると図５のようにな

るが、取上時には選別

しなかったので大小不

揃いであった。平均体

重でふると生残率の低

かった区は、生残率の

よかった区よりも小さ

い傾向がみられた。妬

９，１９，２１の各区

では、投薬期間中対照

区とほとんど同じ成長

であったが、投薬終了

後市販飼料の象になっ

てからは成長がよくな

鍵

７

６

５

４

３

’

’２

１

０

５６７８（月）～．・てからは成長がよくな
図５平均体重の推移

った。このＣとは

薬剤の影響によって摂餌量が減少したり、をたは薬剤によって成長が抑制されたためと考えら

れる｡/平均体重の小さな〃１５，９，１９，２１の各区では大小の差が極端であった。

2ﾙ､ヌイールス学的検査 /〕

､'<東京水産大学佐野助教授の検査結果によると、ＲＴＧ－２に各区２本ずつ接種し、ＣＰＥ

を観察した結果は表５のとおりである。

表５ＣＰＥの観察結果

ＬＬＩ〃H'２－①

，為.‘，ｔ ※±と判定してもよいようであった。Ⅱ

抗プラスミン剤と抗炎症剤を投与した〃１５０１７ではＣＰＥがあらわれなかったが、〃９，
０･も￣

１１，１９，２１の抗糖尿病剤を投与した区ではＣＰＥがあらわれ、ＩＰＮウィ・-ルスの存在
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が認められた。しかし対照区（ﾉﾘ、５）てはＣｒＥがあらわれず、２本のうち１本は細胞の配
列に僅か変化がみられる主うな状態であった。一般に、ＣＰＥは非常に弱いものであり、前年
度当場に発生したＩＰＮより、はるかに弱い病状であるといえる。Ⅱ

5．病理組織学的検査

東京大学隆島助手による観察結果は次のとおりである。

〃１５の対照区ではＳＲＣＤ,/ＶＨＳ，ＩＰＮ症などマス類のウイールス感染症として報告
されているのとほぼ一致する病理所見が認められた。すなわち、膵臓では膵細胞の萎縮、壊死、

核濃縮、核崩壊、空胞状変性、液胞変性が顕著に認められ、しばしば遊出したと思われるチモ

ーゲン穎粒がみられる。膵細胞の消失した部位には脂肪組織が発達しており、結合組織の増殖

像を伴たう。また、毛細血管が拡張傾向を示している。ランゲルハンス氏島構成細胞も、多く
の場合萎縮傾向を示す。膵壊死は多くの個体でかたり広汎にわたっているが、比較的健全と思

われる牌細胞も存在する。ただ、封入体と考えられる構造はあまり顕著ではない（写真１～

４）。

幽門垂では上皮細胞に萎縮、壊死などの退行変性がみられる場合が少なくない。このような

時、粘液細胞は肥大しており、しかも数的に多い。

勵腸でも粘膜上皮に退行変性像が観察される。しかも粘膜下組織は浮腫状態を呈しており、

炎症が示唆される。

肝臓にも異状所見が認められ、核濃縮や硝子変性像が頻繁にみられる。また、いちぢるし〈

肥大した細胞の出現をみること力沙なくない。

以上の所見は、ＳＲＣＤやＶＨＳ、さらにはＩＰＮ症として記載されている所ときめて類似

している。とくに膵臓組織の病変はＩＰＮ症と最も近い。

ところで今回の実験における薬剤処理群についての所見であるが、〃９，１１，２１では対

照区とほとんど同様の病変が観察された。しかし、〃１５，１７，１９では膵組織が健全で、

しかも他器官にも病変を認めたい（写真７～１２）。

〔考察〕

ニジマス稚魚のＩＰＮに対して抗糖尿病.剤、抗炎症剤を経口投与した場合の予防効果を成長

生残、ウィールス学的検査および病理組織学的検査によって検討した。

生残率のよかったトラネキサム戯､メピリゾール（』元炎征剤）とキンリトゴレ、塩酸プチルピ
ー１０－



グアナイド（抗糖尿病剤のうちで、成長に影響のあらわれた塩酸プチルビグアナイドを除く三

剤についてみると、ウィールス検査が陰性であり、しかも病理組織学的にも変性像が認められた

かったのは抗炎症剤である。抗糖尿病剤のトルプタマイドを投与した区では生残率、成長ともに

劣り、ウイールス検査陽性、病理組織学的にも病変が認められ、トルプタマイドがＩｒＮ症を助

長するように考えられる。しかし、魚類におけるトルプタマイドの薬理作用については明らかに

されていないが、人間におけるように血糖降下に働くのではたく、血糖上昇に働らくのか、蚕た
゜:\･'八.､

投与量力s多過ぎるための毒性左のかは不明である。

キジリトールはウィールス検査および病理組織学的にもＩＰＮに近い症状を示しているが、生

残率や成長の面では最もよい結果を得ており、糖代謝の改善（人間における作用）を行なうこと

によっても予防ができる可能性があるようである。

塩酸プチルピグアナイドは摂餌が極端に悪くたり、成長が非常に遅れるが、病理組織学的には

健全であり、低水温で飼育することによって発病の時期が遅;了し、しかも生残率が高くたるという

結果と合せて考えると興味がある。すたわち、河１１１水を使用している場所で餌付後１ケ月以上経

過して、水温が１２℃にたってから発病し、大きいものから死亡するので発病が稚魚の一時期に

終るものならば、低水温で飼育して成長を抑制したり、給餌量を少なくして竈内臓諸器官に負担を

かけないようにして、危険期間を経過させるような方法も考えられる。

抗プラスミン剤､抗炎症剤の投与によって生残率を高めることができたが、実験例が少ないこ

と、自然感染によって実験したこと、供試魚が同一のロットでなかったことなど実験方法に若干

問題もあるので、今後とも追求する予定である。しかしながら、病理組織学的には出血、浮腫な

ど炎症を示唆す-る病変がみられるので、抗炎症剤の投与は検討に値すると言える。

抗プラヌミン剤、抗炎症剤の予防効果に主つたものか、あるいは治療効果であったのか、その

いずれであったかを明らかにすることはできないが、死亡が激しくなってから抗プラスミン剤の

一種を投与しても治療効果はみられたかったことから考えて､予防効果があったものと思われる。

〔問題点〕

1．使用した薬剤のうち、抗糖尿病剤については各薬剤のニジマスにおける薬理作用か明らかに

されていない。

2．薬剤の投与量についても適正量が明らかにされていない。

5．抗炎症剤による予防効果があるものと仮定した場合に、湧水他のように餌付後２週間で発病

する例では投薬もむずかしく、効果があるかどうか疑問視される。
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4．成長を遅らせることによって、危険期間を経過させることも検討の必要がある。

5．抗炎症剤にもいろいろ種類があり、巾広いスクリーニングを行なう必要があろう。

〔要約〕

ニジマスＩＰＮに対して抗糖尿病剤、抗プラスミン剤および抗炎症剤を経口投与し、成長、生

残、ウィールス学的検査、病理組織学的検査を行ない、次のような結果を得た。

１．抗プラスミン剤、抗炎症剤を投与した区では成長、生残ともによく、ＩＰＮウィールス陰性、

病理組織学的にも健全であった。

2．抗糖尿病剤を投与した区で、トルプタマイドの関係した区では成長、生残が悪く、塩酸プチ

ルピグアナイドの区では成長は悪かったが、生残率が対照区よりもよかった。

5．糖代謝改善剤を投与した区での成長、生残率はよかったが、ウィールスの存在が認められた。
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徴凝議
写真高見明（

０

５対照区の魚の膵組織。｣蟻細胞は消失しており、写真1．庇１５対照区の魚の牌組織。ＨＫﾄﾞ細胞は消失しており、そこには脂肪組織が発達している。

２〃１５の陣組織。膵細胞の消失が著しい。また、幽門垂上皮細胞に退行変性が認められ

る。

５．同拡大。

４．膵臓組織で萎縮、核濃縮へ壊死などの退行変性を示す部位。

５．庇９の魚の膵組織。朧NII胞の消失と脂肪組織化は妬１５と同様極めて著しい。

６．同拡大。壊死膵細胞力潔められろ（矢印）。〃１１，１５，２１でも同様である。
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４１１Ｌ

iullil;iil
iiUiIIiiiii1I

iFl1iI肇臘岬
z〃１５の魚の膵組織〃１５（写真５）と比較するとかたり健全である。

８．同拡大。

Ｒ〃１７の魚の膵組織。

１０．同拡大。膵細胞は健全で、チモーゲン顎粒も明瞭である。

１１．〃１９の魚の膵阻職。

１２．同拡大。庇１７と同様、〃１５にくらべれば膵細胞は健全である。
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Ｈ抗糖尿病剤と抗炎症剤投与がニジマス

稚魚に与える影響について

抗糖尿病剤および抗炎症剤を経口投与することによってニジマス稚魚のＩＰＮをある程度予防

できると考えられるが、摂餌が悪くなる左どの影響もあらわれるので、健康なニジマスの成長、

生残におよぼす影響を明らかにすると同時に、病理組織学的を検討も試みた。

〔方法〕

1．使用した薬剤

前記実験に使用した薬剤のうち、〃９の三剤合せたものを除く５種類についておこたった。

投薬量は前項の実験と同じである。

2．実験水温

実験期間中の水温は８．０～１６．１℃である。

5．実験期間

昭和４６年９月２５日から１２月４日までの７１日間である。２週間に１回取上調査をおこ

なって、給餌量および投薬量を修正した。

4．飼料

ニジマス用市販配合飼料（ペレット）にスケソウ肝油を７筋添加した。

5．病理組織学的検査

実験終了時に各区から５尾ずつ採取し、ツェンカーホルモールで固定した。
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逗結果〕

飼育成績は表４のとおりである。

表４飼育成績

区 分 〃蔵１１

~言扇「三J

１，０００冊）

２７５(多）

５５５(尾）

４００５４(多）

,２．，，（ザ）

１２(尾）

１５１５１７１９２１

５５５５７２５８７５７６５７４

１，０００１，０００１，０００１，０００１，０００

２８１２．６８２．５８２．６５２．６７

尾数

放養重量

平均体重

尾数

取上重量

平均体重

死亡尾数

重量

キー－￣

５４５５５９５６５５４７５５９

４，１５５４，１４１４，１２４２，０８４５，８４８

１２．１１１１．５５１１．５６６０１１０．７２

５ ４ ９２７ ８

－２０(尾） －９－９－１５－２－７不明尾数

重量

原物給餌量１５川(ｹﾞ）ａ6145,`145,6142,715ａ6Ｍ

⑪５，５８０冊）５，５８０

．２５４ ２５４

-三万:Ｚｒ夢〕￣三7言三

5，５８０５，５８０２，６００５．５８０

２５４２５４１９５２５４

同種類別内訳

増重量

補正増量量

成長倍率

生残率

原物飼料効率

補正原物飼料効率

成長率

給餌率

5，１４１５，１２４１，０８４２，８４８

445.6(妬）

９，．２Ｍ）

８４．０(妬）

４５１．０４５０．２４４０．５２２６．４４０１．１

９６．６９６．５９５．８９２．５９６．０

８７Ｚ８６．９８６．４５８．８７８．８

燃
嚇 a”

２．０８２．０８２．１２１．１７１．９８

ａｙ）
２．５５２５５２．５４２．７０２４４

死亡魚数は前記の実験と同様に〃１９塩酸プチルピグアナイドが最も多く、他の各区ではほと

んど差がたかった。〃１１キシリトール、庇１７メピリゾールでは不明魚が多くみられたが、実験

期間中の生残率では各区とも差はみられなかった。

妬１９では実験開始数日後に摂餌が悪くたり、他の区が２回で完全に摂餌するのに対し、数回
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給餌しても残餌がみられた。〃２１のトルプタマイドでも後半は摂餌がやや悪くなったために、

残餌がみられる日もあった。成長では/妬１９を除いて差はなかった。

原物飼料効率ではﾉﾂﾞ、，が最も低く、〃２１は他の区よりも若干低い程度であった。

実験期間中死亡直前の魚には、旋回遊泳など特徴ある症状を示す個体はみられたかった｡

病理組織学的検査については、東京大学日比谷研究室隆島助手に依頼し、現在検討中であ

ろ。

〔考察〕

抗糖尿病剤、抗炎症剤のニジマスにおける影響をみるために、平均体重の変化をみると図４の

ようになる、
(８）

実験期mjlRrの剰散摂餌･を嫌う傾向が見ら

れたため、〃１９では実験当初から成長

が遅れ、その結果体重に大小が目立った。

宣允、〃２１でも同じ傾向が見られたが、

ただ、飼料に早く馴れた個体は多く摂餌

するため成長に差を生じた。

これらは、いずれも薬剤による影響と

考えられる。

実験期間中の死亡魚には外観的に異常

が認められず、しかも遊泳状況にも異常

がたかったので、前回の実験での旋回遊

泳および腹部膨出は薬剤による影響とは

,lllllll/’１１〕

'
／

露
５

ｑ２５１０．９１０．２３１１．６１１．２０１２．４

図４平均．体重（月日）考えられたい。
抗糖尿病剤および抗炎症剤の投与量については明らかでないが、今回の実験に用いた程度の量

ならば、７０日程度の飼育は可能であろう。塩酸プチルピグアナイドおよびトルプタマイドはエ

チルアルコールでは完全に溶解できたかった関係上、結晶のまま油と懸濁してペレットに吸着さ

せたために味が悪く摂餌に影響したとも考えられる。

〔.問塵点〕

１．抗糖尿病剤のニジマスに対する薬理作用を明らかにする必要がある。
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２１各薬剤に対する溶媒を検討したければ宏らない。

5．摂餌不良の要因を究明することが必要である。
乱．

ｆ,！’

〔要約〕

健康なニジマス稚魚に抗糖尿病剤および抗炎症剤を経口投与し、成長、生残をど飼育成績にお

よぼす影響について実験し、次の結果を得た。

1.塩酸プチルピグアナイドを投与すると摂餌が悪くたり、死亡魚も多くみられた。

2.トルプタマイドを投与すると、摂餌がやや悪くたり、成長が若干遅れた。

5．抗糖尿病剤、抗炎症剤を投与しても遊泳異状や外観的な異状は認められなかった。

Ⅳ：~せつそう病ワクチン接種〈試験

ヤマメ、アマゴなど在来マス類はせつそう病によって死亡するものが多く、せつそう病が生残

率低下の原因となっている。そこで、ワクチンを接種することによってヤマメ親魚のせつそう病

を予防することが可能をため、現在では全国的にワクチンの効果について検討がたされている。

本年度は多価ワクチンの検討、ならびに接種時期と接種回数とについて試験をおこたった。

〔方法〕
1．供試魚

ヤマメ１年魚を各区１５０尾ずつ使用した。

2．ワクチンの調製

多価ワクチンは、東京、岐阜、滋賀の株から北海道大学木村喬久助教授ﾌｸ:作られたもので、

せつそう病研究会の連絡試験用を,ホルマリンワクチンは、常法によって０５筋ホルマリンで死

菌としたものをおのおの使用した。

アジュパントとしてはＩｍｃｏｍｐｌｅｔｅａｄｊｕｖａｎｔを使用した。

5．試験区分

試験区分は表５のとおりである。
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表５試験区分

接種月日

S，４５．１２．２１E二'一二三;=雪雲i+雲
４０［

１
】

4６

４６

４６

４６

註（※）：０８５筋生理食塩水を接種

（※※）：５月に追加接種

4．ワクチン接種部位

腹腔に接種した。

5．水温

ワクチンを接種後、９月に取上げる蚕での月別の平均および最高、最低水温は図５のとおりである。
(.Ｃ）

２０

１０

１２１２５４～５６７８１（１１）

図５水温

〔結果〕
１２月に接種してから５月に追加接種するまでの間死亡魚はみられず、蚕た追加接種後は各区

とも１５０尾ずつにして飼育を行なった。
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表６ワクチン接種後の死亡魚数

９月２２日に取上選別す

る蚕で各区の死亡魚数は表

６のとおりであるが、外観

的にせつそう病と判定でき

るものは注つたくみられた

かった。

また、取上時室での生残率

は対照区とワクチン接種区

とで差は認められず、いず

れの区でも９０冊以上であ

８円９

つた。

〔考察〕

ワクチンの種類によって生残率に差はみられたかったが、’２月に接種した場合にはアルバ

ントワクチンの方がホルマリンワクチンよりも生残率が高く、ワクチンの効果を長期間持続して

いたと考えられる。しかし、１２月に接種してから５月に追加接種したものでは、１回接種エリ

も生残率が低くなる傾向がみられた。多価ワクチンについては当分場で調製したワクチンとの差

は怠く、生残率も高かった。

当分場では昭和４４年度からヤマメの親魚にワクチンを接種しており、せつそう病の予防には

有効を手段であることを確認している。今年度ヤマメ親魚には発病したかったが、上流で飼育し

ている０年魚には４月下旬から６月まで発病がみられ、チアンフヱニコールを投与することによ

って治癒した。例年親魚に発病し、終息してから０年魚に発病するのである法とれはワクチン

を接種することによって免疫を獲得し、発病の機会が減ったためであろう。

ワクチン接種の効果を判定するために、生残率に差がたい場合には生菌による攻撃を試みる必

要があろう。

ワクチン接種の問題点として、多量接種をいかにしておこなうかであるが、業者の飼育魚（約

１，８００尾）を接種した経験から、連続注射器を使えば、１人１日４，０００～５，０００尾の接種

が可能である。連続注射器による場合には筋肉（皮下）よりも腹腔接種の方が能率的である。
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〔問題点〕

１稚魚でワクチンを実用化すること。

２．経口ワクチンの再検討。

〔要約〕・

1．ヤマメ１年魚にワクチンを接種して，月末まで飼育し、生残率を比較した。

２．１年魚には-せつそう病が発生せず、ワクチン接種区の生残率にも差はみられたかった。

５．多価ワクチンでも生残率に差はなかった。

４．連続注射器の使用によって多量接種は可能である。

〔文献〕

１）Ｋｒａｎｔｚ，ＧｂＥ･ｐＬｎＬＲｅｄｄｅｃＩｉｆｆａｎｄＣＬＩＬＨｅｉＢｔ，１９６４．ＩＩｍｎｕｎｅ

ｒｅ８ｐｏｎｓｅｏｆｔｒｏｕｔｔｏＡｅｒｏｍｏｎａ８ｓａｌｍｏｎｉｃｉｄａ･Ｐａｒｔ１．

Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｏｆａｇｇｌｕｔｉｎａｔｉｃａｎｔｉｂｏｄｉｅｓａｎｄｐｒｏｔｅｃｔｉｖｅ

ｉｎⅡｎｕｎｉｔｙｏＰｒｏ藤Ｆｉｓｈ－Ｃｕｌｔ－Ｅ２６Ｌ５～１０

２）－，－，－１９６４．Ｉｎｎｍｍｅｒｅｓｐｏｎｓｅｏｆｔｒｏｕｔｔｏ
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５）川津浩嗣．木村喬久←佐野徳夫１９６８．魚類の細菌性疾病に関するシンポジウム５．

魚類の免疫反応、日水誌､３４２４６～２５５

４）111津浩嗣１９６９，魚類の免疫反応、魚病研究、５(2)：５７～７２

５）岐阜県水産試験場魚病研究報告書（昭和４４～４５年度）

６）東京都水産試験場魚病研究報告書（昭和４４～４５年度）

Ｖ・せつそう病治療試験

魚類の細菌性疾病に対して種との薬剤が使われているハ在来マス類で被害の大きいせつそう

病について、薬剤の治療効果と有効投与量を求めるために試験をおこなった。
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〔方法〕

1．供試魚

ニジマス０年魚を各区５０尾ずつ、計５００尾使用した。

２．菌の接種

普通寒天斜面培地に２４時間室温で培養したＡｅｒｏｍｏｎａｓｓａｌｍｏｎｉｃｉｄａを魚体重

ｋ,あたり０．２５岬になるように０．８５冊生理食塩水に懸燭して背部筋肉に接種した。

５．薬剤ニーーベ

オキソレニン酸の原末、１０倍散、１００倍散を使用したすう

４．投薬
：..ご･､1..,．

菌接種４時間後に投薬し、以後１日１回計１０日間投薬した。

〔結果〕訴加：～～・ＬＬＦｊｊ

投薬終了後さらに１０日間観察して各区５０尾中の生残魚数を求'めだところ、表７～，のよう
キィ

I/てたった。

表フオキソレニ{ン酸原末〈､治療効果＞‐‐：：

投薬量"z9I/k,／ｄａｙ

生残二魚数

０．w２Ｊ５；沢1ＩＤ

;０５０．５０

(r肌,２０レル４０８０ ～原末では５ﾉﾘ醇

叩'１，５０～５０１；:(ｉ５ｑ投与でも死亡魚

↑６２～１，２りい」.～/,!ｊ位みられたかつ

治療効果ﾘW，～； ノゾ:;たか、１，０倍

平均体重6．７８水温↑6`２～１，２C

表８オキソレニン酸１０倍散の治療効果ﾘW’レバ

受薬置J7uf〃KlZ／ｄ２ 2.5ＬＬ／５１０ 散にした場合に

死亡魚があらわ

ＪＯ６

蚊・ｌＣ ５０～、５０５０ＪｈＵ

平均体重ズフゲ水温１６．５～１８．８℃

表９オキソレニン酸１０〔i倍散の治療効果

れた゜蚕た、１０

倍散と１００倍

散とで投薬量に

よる治療効果に

差がみられた。

原末投薬量Jﾘz'しIqZ／ｄ８ ＪＣ

臣又’し ＪＯＯ１９

平均体重ズ５５水温１６．８～１８．５℃

－２５－



上
〔考察.〕

オキソレニン酸は新しく開発された合成抗菌剤の一

〈、治療のための投薬量は５～５)､'1／k,／ｄａｙと考

的であると思われる。

１０倍散と１００倍散とで治療効果に若干差がある

めに、菌株の相違や乳糖（賦形剤）の影響によるもの

種で、せつそう病に対する治療効果は大き

えられ、クロラムフヱーコールよりも効果

が、これは同一時期に実験をしをかつたた

と考えられる。

ト

〔問題点〕

1．経口毒性（急性、慢性）を明らかにすること。

２耐性菌の出現の度合について試験すること。

片

〔要約〕

ニジマス稚魚にせつそう病菌を接種し、オキゾレニ

魚体重k，あたり５～5172?の投与を５日間程度続けるこ

ソ酸の治療効果について試験したところ、

とにより効果があることが明らかになった。

〔文献〕

1）東京都水産試験場魚病研究報告書（昭和４１ヤ ～４５年度）
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